
介・会報

衆
と
宗
教
」
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
の
一
節
を
設

け
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
民
衆
の
生
活
を
支

え
る
農
業
以
下
諸
産
業
の
発
達
の
概
観
と
、
民
衆
の

魂
を
支
え
る
罵
衆
的
宗
教
の
概
観
が
、
大
き
く
と
り

あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
本
書
の
大
．
き
な
特

色
を
な
し
て
い
る
。
一
方
各
時
代
の
美
術
に
つ
い
て

．
も
節
を
設
け
、
県
内
所
在
の
美
術
品
に
つ
い
て
要
領

よ
い
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
叙
述
は
つ

と
め
て
平
易
に
、
そ
し
て
豊
富
に
ル
ビ
が
付
さ
れ
、

ま
た
写
真
も
多
く
、
読
み
や
す
さ
、
親
し
み
や
す
さ

に
心
懸
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
編
纂
の
意
図
は

み
ご
と
に
結
実
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
近
時
、
い

わ
ゆ
る
地
方
史
の
編
纂
は
ま
こ
と
に
さ
か
ん
な
も
の

が
あ
る
が
、
こ
う
し
て
、
読
み
手
を
拡
大
し
、
よ
り

巾
広
い
読
者
に
郷
土
の
歴
史
を
知
ら
せ
る
方
法
は
、

地
方
史
編
纂
者
の
、
常
に
念
頭
に
お
く
べ
き
こ
と
で

あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
点
で
、
本
書
の
刊
行
は
、
単
に

岡
山
梁
の
書
び
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
大
き
な
意

義
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
、
僅
か
ニ
ケ
年
の

編
さ
ん
期
間
で
成
っ
た
と
い
う
。
編
纂
者
、
協
力
者

各
位
の
造
詣
の
深
さ
は
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
月
の
輪

古
増
（
の
発
掘
や
欄
．
岡
山
県
古
文
書
集
』
の
刊
行
な
ど
、

郷
土
史
研
究
へ
の
年
期
の
深
さ
と
、
加
、
）
る
に
執
筆

者
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
成
果
を
十
分
に
生
か
し
て
よ
り
完
全

な
「
岡
山
県
史
」
を
完
成
さ
れ
て
世
に
問
わ
れ
ん
こ

と
を
期
待
す
る
の
は
、
私
だ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
A
5
判
七
七
六
百
ハ
　
昭
和
「
三
七
な
十
一
〇
月
　
　
日
・
本

文
教
出
版
社
刊
）
　
　
　
　
　
　
（
熱
田
　
公
）

会
　
報

五
月
例
会

　
五
月
十
一
目
（
土
）
午
後
一
時

　
　
　
　
　
　
於
京
都
大
学
陳
列
館
窮
こ
教
室

　
亜
欧
の
旅
　
　
　
　
　
　

樋
口
隆
康

　
　
（
ス
ラ
イ
ド
使
照
川
）

　
　
（
要
雛
聞
は
本
闘
万
愚
†
田
介
動
向
同
氏
稿
「
嵐
山
ハ
罎
先

　
　
史
学
原
史
学
国
際
会
議
漏
参
照
）

　
亜
欧
史
観
の
比
較
二
題
　
　
　
　
　
井
上
智
勇

　
　
（
発
表
内
｛
谷
は
熱
醐
文
と
し
て
掲
載
予
定
）

六
月
例
会

　
六
月
一
疋
　
（
十
一
）
午
後
一
難
よ
り

　
臨
地
誰
…
演
　
鎌
倉
…
郡
代
の
彫
踊

　
　
（
三
十
三
間
堂
・
京
都
博
物
館

七
月
例
会

　
七
日
月
山
ハ
n
口
　
（
土
）
　
瓦
－
後
｝
暁
よ
り

四
過
の
代
田
法
に
つ
い
て

毛
利
　
　
久

見
学
）

米
田
賢
次
郎

　
漢
の
武
帝
が
旬
奴
と
の
戦
…
闘
の
結
果
生
じ
た
、
國

家
財
政
の
窮
乏
と
、
入
社
の
不
安
を
除
去
す
る
た
め

に
、
民
力
の
猿
曳
に
つ
と
め
、
田
千
秋
を
窟
艮
候
に
、
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趙
過
を
捜
粟
都
尉
に
任
属
し
て
、
代
田
法
を
施
行
し

た
の
は
有
名
な
史
実
で
あ
る
．
そ
の
た
め
代
賠
法
に

関
し
て
は
、
先
学
の
淘
れ
た
碑
究
も
数
多
く
発
表
さ

れ
て
い
る
が
、
代
田
法
の
史
料
は
漢
書
食
貨
志
に
報

せ
ら
れ
た
も
の
が
、
殆
ん
ど
唯
一
の
史
料
で
、
関
聯

交
献
に
欠
く
こ
と
な
ど
の
理
由
で
、
必
ず
し
も
定
説

と
称
し
う
る
も
の
が
な
い
状
態
に
あ
る
。
そ
れ
故
私

は
、
食
貨
志
の
交
を
詳
細
に
考
察
し
て
、
技
術
爾
よ

り
、
文
章
の
面
よ
り
、
合
理
的
な
解
釈
を
あ
た
え
よ

う
と
試
み
た
結
晶
氷
、
大
月
体
次
の
様
な
結
論
に
到
達
し

た
。　

ω
代
田
法
は
古
法
で
あ
っ
て
、
廊
廟
の
新
農
法
で

　
　
は
な
い
。

　
　
②
三
石
の
型
・
は
作
条
梨
で
は
な
く
、
有
床
の
耕
禦

　
　
で
あ
る
。

　
㈲
代
田
法
は
畑
地
灌
　
概
を
謁
朋
提
と
し
た
農
法
で
あ

　
　
る
。

　
ω
落
丁
は
何
軒
か
に
｛
つ
の
割
合
で
配
布
さ
れ
、
五

　
　
頃
と
は
禦
一
個
に
対
す
る
基
準
颪
積
で
あ
る
。

　
㈲
三
都
令
光
が
卜
師
に
教
え
た
方
法
と
は
、
人
数

　
　
点
眼
右
四
面
釈
の
似
た
よ
う
な
農
家
を
ま
と
め
て
、

　
　
一
個
の
型
を
共
岡
使
用
す
る
に
便
利
に
組
織
す

　
　
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
。

　
㈲
　
綬
田
と
は
従
来
の
作
条
型
・
を
使
用
し
た
条
播
の

　
田
で
あ
る
。

⑦
竈
窪
の
い
う
趙
過
の
翠
と
は
、
こ
の
作
条
輩
で

　
代
園
法
で
は
下
種
器
と
し
て
上
縁
さ
れ
て
い

　
た
。

㈲
代
田
法
に
使
用
さ
れ
た
型
T
は
中
原
一
帯
で
、
す

　
で
に
使
嗣
さ
れ
て
い
た
。

⑨
趙
過
の
代
田
法
は
、
大
島
氏
の
云
う
如
く
、
新

　
ら
し
い
農
法
や
、
器
具
の
発
明
で
は
な
く
、
現

　
在
使
用
さ
れ
て
い
る
各
種
の
器
具
を
適
当
に
組

　
合
せ
て
模
範
農
場
を
作
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

⑩
華
北
畑
作
農
業
の
翠
と
し
て
、
　
一
応
の
完
成
を

　
見
た
の
は
、
雷
雨
の
い
う
遼
東
型
・
で
あ
り
、
趨

　
巡
の
そ
れ
は
、
発
展
途
上
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
米
照
賢
次
郎
）

イ
ン
ド
・
ネ
パ
ー
ル
の
写
像
　

広
地
利
明

　
「
九
六
二
年
京
大
イ
ラ
ン
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・

パ
キ
ス
タ
ン
学
術
調
査
隊
に
参
加
し
て
、
そ
の
帰
途

イ
ン
ド
・
ネ
パ
ー
ル
両
国
を
訪
れ
る
機
会
を
も
っ
た
。

そ
の
折
の
ス
ラ
イ
ド
を
も
と
に
、
主
と
し
て
ネ
パ
ー

ル
の
風
物
を
中
心
に
紹
介
し
た
。

　
北
東
イ
ン
ド
の
ダ
ー
ジ
リ
ン
・
カ
リ
ン
ポ
ソ
の
両

都
布
に
お
け
る
ヒ
ン
ズ
ー
文
化
と
非
ヒ
ン
ズ
ー
文
化

と
の
接
触
に
興
味
を
抱
い
て
日
以
轟
米
、
ネ
パ
ー
ル
で
は

両
文
化
の
交
錯
の
状
況
を
み
て
歩
い
た
。

　
ネ
パ
ー
ル
は
、
地
域
的
に
、
タ
ラ
イ
と
称
せ
ら
れ

る
イ
ン
ド
平
原
部
、
カ
ト
マ
ン
ズ
を
含
む
ヒ
マ
ラ
ヤ

前
山
中
の
中
間
盆
地
群
、
そ
し
て
高
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
三

地
域
に
分
か
た
れ
る
。
こ
の
一
二
っ
の
地
帯
は
、
民
族

酌
・
文
化
的
に
も
、
土
地
制
度
に
お
い
て
も
著
し
い

差
異
を
示
し
て
い
る
。
タ
ラ
イ
は
イ
ン
ド
ア
ー
リ
ア

ン
の
ヒ
ン
ズ
ー
的
世
界
で
あ
り
、
不
在
地
主
の
支
配

す
る
集
村
地
域
で
あ
る
。
そ
こ
は
ネ
パ
ー
ル
と
い
う

よ
リ
イ
ソ
ド
の
延
長
で
あ
る
。
中
間
盆
地
は
、
ヒ
マ

ラ
ヤ
山
聞
の
少
数
民
族
と
イ
ン
ド
か
ら
到
来
し
た
ヒ

ン
ズ
ー
教
徒
の
混
在
す
る
地
域
で
あ
っ
て
、
自
作
農

の
散
村
地
域
で
あ
る
。
高
ヒ
マ
ラ
ヤ
は
チ
ベ
ッ
ト
人

の
世
界
で
垂
下
當
と
｛
間
業
に
基
礎
を
お
く
。
こ
の
三
者

は
景
観
的
に
も
き
わ
め
て
き
わ
立
っ
た
類
型
を
促
し

て
い
る
。
中
間
盆
地
（
ポ
カ
ラ
）
で
、
簡
単
な
農
村
調

査
を
試
み
た
が
、
イ
ン
ド
と
同
じ
く
ヒ
ン
ズ
ー
教
徒

の
村
と
は
い
え
、
カ
ー
ス
ト
構
造
は
直
ち
に
経
済
的

地
位
と
糧
関
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
不

在
。
等
星
を
問
わ
ず
地
主
が
存
在
し
な
い
こ
と
に
よ

る
の
で
あ
る
が
、
イ
ン
ド
と
は
異
な
っ
た
村
落
の
カ

ー
ス
ト
構
造
は
、
興
味
問
題
あ
る
を
提
供
す
る
。

　
ポ
カ
ラ
か
ら
マ
ル
シ
ャ
ン
デ
イ
谷
を
遡
行
し
、
谷

に
沿
っ
て
滲
透
す
る
モ
ン
ス
ー
ン
の
た
め
、
谷
底
は
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亜
熱
帯
性
の
植
生
に
覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し

た
。
　
賢
｝
れ
も
み
φ
パ
　
…
ル
の
植
物
瓜
刀
布
が
単
に
智
阿
度
の

み
に
も
と
づ
い
て
い
な
い
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
ろ

・
）
。
マ
ル
シ
ャ
ン
デ
谷
源
潴
…
部
、
マ
ナ
ス
ル
西
麗
の

ビ
ム
タ
コ
ー
チ
に
達
し
、
そ
こ
に
お
け
る
氷
河
地
形

を
紹
介
し
た
。
ビ
ム
タ
コ
ー
チ
は
ネ
パ
ー
ル
ヒ
マ
ラ

ヤ
中
最
も
谷
氷
河
の
羅
達
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
氷

河
は
い
ず
れ
も
巨
大
な
モ
レ
ー
ソ
に
覆
わ
れ
て
い
る

が
、
サ
イ
ド
モ
レ
ー
ン
の
み
著
し
く
高
く
、
氷
河
麟

体
は
モ
レ
ー
ン
の
は
る
か
下
に
横
た
わ
る
。
こ
れ
ら

の
点
か
ら
み
る
と
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
出
中
の
谷
氷
河
は
衰

え
つ
つ
あ
る
化
石
化
し
た
氷
河
と
い
え
る
よ
う
で
あ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
応
地
利
明
）

　
　
「
史
林
」
投
稿
規
定

「
史
林
扁
の
投
稿
規
定
は
次
の
通
り
で
す
。
奮
っ
て

御
寄
稿
下
さ
い
。

◇
資
格
　
本
会
々
貴
に
限
る
。

◇
原
稿
の
長
さ

　
○
研
究
論
文
　
四
百
目
詰
五
〇
枚
程
度

　
○
研
究
ノ
ー
ト
　
四
百
字
詰
五
〇
枚
以
内

　
　
　
以
上
に
は
四
百
字
以
内
の
要
約
と
、
輩
ハ
文
要

　
　
　
約
（
又
は
翻
訳
嗣
要
約
）
添
付
の
こ
と
。

　
　
　
抜
刷
は
二
〇
部
贈
呈
し
ま
す
。

　
○
資
料
紹
介

　
○
学
界
動
向

　
○
批
判
と
反
省

　
○
書
　
　
　
評

　
○
紹
　
　
　
介

◇
送
先
　
「
史
林
」

◇
な
お
、
　
「
史
林
偏

ゆ
る
巻
頭
論
交
制
を
採
興
せ
ず
、

史
・
西
洋
史
・
地
理
学
・
考
古
学
の
順
、

の
中
で
は
時
代
・
地
域
順
と
な
っ
て
い
ま
す

究
ノ
ー
ト
以
下
も
こ
れ
に
準
じ
る
）
。

含
み
お
き
下
さ
い
。

随
意

四
百
字
詰
三
〇
枚
以
内

四
百
字
露
量
〇
枚
以
内

圏
百
字
詰
二
五
枚
以
内

四
百
字
詰
王
枚
以
内

縮
集
委
員
会
　
宛

の
論
文
掲
載
の
順
序
は
、
い
わ

　
　
　
　
　
　
研
本
史
・
束
洋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
魯
専
攻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
研

　
　
　
　
　
　
　
　
前
以
て
お

転
入
会
希
望
の
方
へ

　
新
入
会
希
墾
の
方
は
、
住
所
（
「
史
林
偏
送
先
）
・

氏
名
・
専
攻
及
び
送
本
開
始
希
望
贈
号
を
明
記
の
上
、

会
費
（
年
聞
一
、
二
〇
〇
円
）
を
添
え
て
挺
接
当
会

宛
お
申
込
下
さ
い
。
（
但
し
図
書
館
等
公
共
機
関
は
、

会
費
後
払
の
便
が
あ
り
ま
す
。
）
そ
の
際
、
パ
ヅ
ク
ナ

ソ
バ
ー
を
僧
せ
て
お
申
込
下
さ
っ
て
も
結
構
で
す
。

な
お
御
送
金
は
、
事
故
防
止
の
た
め
な
る
べ
く
振
替

口
座
（
京
都
五
一
五
五
番
史
学
研
究
会
）
を
御
利
用

下
さ
い
。

　
　
例
会
　
予
告

日
時
　
十
二
月
七
日
（
土
）
年
後
一
時
よ
り

場
所
　
京
大
史
学
科
第
二
教
室

講
師
・
演
題

　
三
代
北
辺
の
ま
も
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
田
英
正

　
韓
國
の
考
古
学

　
　
…
ス
ラ
イ
ド
使
欄
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
光
教
　
一

藏
埜
韓
船
．
三
三
　
　
定
価
二
〇
〇
円

　
史
　
林
　
（
第
四
六
巻
髪
号
）

　
　
　
　
京
都
市
窟
京
匿
吉
濁
本
町

　
　
　
　
京
都
大
学
文
学
部
内

発
行
所
史
学
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
擾
替
京
都
五
一
近
五
番

　
　
　
　
　
二
三
長
　
　
宮
崎
市
定

　
　
　
　
京
都
市
下
京
区
酉
七
条
御
所
ノ
内
中
町
黒
0

印
刷
所
　
中
村
印
刷
株
式
会
社

（865）ユ55


